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国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、
日
本
銀
行
は
、

金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内
外
の
著
名

な
経
済
学
者
や
中
央
銀
行
関
係
者
を
招

い
た
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
三
一
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
は
、「M

onetary 
P

olicy from
 N

ew
 P

erspectives

」

（
金
融
政
策
の
新
た
な
視
野
）
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
五
月
二
十
七
日
、
二
十
八

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

▼
植
田
和
男
総
裁
の
開
会
挨
拶
、ブ
ル
ッ

キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
ド
ナ
ル
ド
・
コ
ー

ン
氏
に
よ
る
前
川
講
演
（
金
融
研
究
所

発
足
時
︿
一
九
八
二
年
﹀
の
前
川
春
雄

総
裁
の
名
を
冠
し
た
ス
ピ
ー
チ
）、
連
邦

準
備
制
度
理
事
会
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
副
議
長
、
欧
州
中
央
銀
行

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
ー
ン
理
事
、
氷
見

野
良
三
副
総
裁
に
よ
る
特
別
鼎て

い

談だ
ん

、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
マ
ー
カ
ス
・
ブ
ル
ネ

ル
マ
イ
ヤ
ー
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
銀

行
関
係
者
に
よ
る
二
つ
の
パ
ネ
ル
討
論
、

著
名
な
経
済
学
者
等
に
よ
る
四
つ
の
研

究
発
表
が
行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、
日
本
銀
行

金
融
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
二
六
回
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催

▼
金
融
研
究
所
情
報
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）は
、二
月
二
十
七
日
、「
ポ

ス
ト
量
子
時
代
の
暗
号
技
術
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
暗
号
分
野
で
は
、
大
規
模
な
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
に
よ
っ
て
、
現
在

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
公
開
鍵
暗
号
の

安
全
性
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
し
て
、
量

子
鍵
配
送
を
使
用
す
る
こ
と
や
、
現
在

の
公
開
鍵
暗
号
を
耐
量
子
計
算
機
暗

号
へ
置
き
換
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

開会挨拶を行う植田和男総裁　（撮影：中島美沙）

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来

に
向
け
て
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
し
た
新
た
な
暗
号
機
能
の
研
究
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
つ
い
て
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

▼
当
日
の
議
論
の
模
様
や
講
演
資
料
は
、

日
本
銀
行
金
融
研
究
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
一
五
回
南
海
地
震

金
融
対
策
連
絡
会
議
を
開
催

（
高
知
支
店
）

▼
三
月
十
二
日
、
日
本
銀
行
高
知
支
店

お
よ
び
財
務
省
四
国
財
務
局
高
知
財
務

事
務
所
の
主
催
に
よ
り
、
二
八
の
県
内

所
在
金
融
機
関
お
よ
び
防
災
関
係
者
に

参
加
い
た
だ
き
、
標
記
会
合
を
二
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

▼
標
記
会
合
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

時
に
金
融
面
の
円
滑
化
を
図
る
よ
う
相

互
に
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
等
を
目
的

に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
継
続
的
に
開
催
し

て
お
り
、
今
回
が
一
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

▼
今
回
の
会
合
で
は
、
高
知
県
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
課
か
ら
最
新
の
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
時
の
被
災
想
定
、
高
知

支
店
か
ら
日
本
銀
行
の
業
務
継
続
体
制

等
、
高
知
財
務
事
務
所
か
ら
各
種
金
融

措
置
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た

上
で
、
参
加
者
間
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

▼
今
後
も
、
被
災
時
に
お
け
る
現
金
供

給
や
各
種
金
融
措
置
等
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
者
間
で
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
本
会
合
の
議
事
は
、
高

知
支
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
会
合
（
第
五
回
）」
を

開
催
（
一
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）に
関
す
る
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
」の
一
環
と
し
て
、
本
年
一
月

に「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
会
合（
第

五
回
）」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
、

リ
テ
ー
ル
決
済
に
関
わ
る
民
間
事
業
者

の
方
々
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
昨
年
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
議

論
し
た
主
な
論
点
や
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験

に
お
け
る
高
負
荷
試
験
の
結
果
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
よ
り
幅
広
い
テ
ー
マ

に
関
す
る
双
方
向
の
議
論
を
、
解
像
度

の
高
い
形
で
継
続
的
に
行
う
べ
く
、
現

在
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
に
設
置
し
て
い
る
七
つ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
、
三
つ
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
に
統
合
・
再
編
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す
る
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
は
引
き
続
き
、
民
間
事
業

者
の
技
術
や
実
務
に
関
す
る
知
見
を
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
実
証
実
験
と
制
度

設
計
の
検
討
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
パ
ネ
ル（
第
一
〇
回
）：

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の
利
活
用
の

広
が
り
と
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」

を
開
催
（
三
月
）

▼
決
済
機
構
局
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
分

野
の
国
際
標
準
化
を
検
討
す
る
国
際
標

準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）・
金
融
サ
ー
ビ
ス

専
門
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
68
）の
国
内
委
員
会

事
務
局
を
務
め
て
お
り
、
三
月
十
八
日

に
標
記
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。

▼
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
は
、
金
融
取
引

の
情
報
を
伝
送
す
る
際
に
用
い
る
電
文

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
規
則
等
を
定
め
た
国

際
規
格
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電

文
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
事
務
処
理
の

効
率
化
や
資
金
洗
浄
対
策
の
高
度
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
当
日
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電
文

の
活
用
状
況
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２

規
格
の
二
〇
二
六
年
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
上
で
、有
識
者
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電
文
の
利
活
用
に

関
す
る
現
状
と
課
題
や
、
規
格
改
訂
に

伴
う
金
融
実
務
へ
の
将
来
的
な
影
響
を

議
論
し
ま
し
た
。

▼
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
標
準
化
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
活
動
内
容
や
取
り
組
み

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ｉ
Ｎ
／
Ｓ
Ｕ
Ｍ
２
０
２
６
に

お
い
て
総
裁
挨
拶
等
を
実
施

（
三
月
）

▼
本
年
三
月
開
催
の
金
融
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ

Ｉ
Ｎ
／
Ｓ
Ｕ
Ｍ
２
０
２
６
」（
金
融
庁
、

日
本
経
済
新
聞
社
主
催
）
に
お
い
て
、

植
田
総
裁
は
、
新
た
な
金
融
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
発
展
す
る
も
と
で
、
中
央
銀
行
が

引
き
続
き
「
信
頼
の
ア
ン
カ
ー
」
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
一
般
利
用
型
の
Ｃ
Ｂ

Ｄ
Ｃ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
や
、「
中
央
銀
行

マ
ネ
ー
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
の
幅
広

い
決
済
に
活
用
す
る
た
め
の
サ
ン
ド
ボ
ッ

ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
日
本
銀
行
の
取

り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
る
こ
と
等
を
挨

拶
の
中
で
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
こ
の
ほ
か
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
決
済
の
未
来
と
中
央
銀
行
の
役
割

に
関
す
る
パ
ネ
ル
討
論
、
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
決
済
に
お
け
る
新
技
術
の
活
用
に
関

す
る
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
お
よ
び
パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
に
お
け
る
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
サ
ン

ド
ボ
ッ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果

の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

編 集 後 記

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支
店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵
送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既
刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載
していますのでご利用ください。（https://www.boj.or.jp/about/
koho_nichigin/index.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（https://
www.boj.or.jp）をご覧ください。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケー
トよりお寄せください。日本銀行のホームペー
ジからインターネットでもアンケートにご回答
いただけます。

■ 今号の「対談」では、中学時代に陸上部で中距離選
手だった植田総裁が、箱根駅伝で３連覇中の青山学
院大学の原監督とチームの組織力や強さの秘

ひ

訣
けつ

につ
いて語り合いました。
■ 「インタビュー」では、45歳で建築家としての扉を
開き、自然素材を生かした作品が多くの人を魅了す
る江戸東京博物館の藤森照信館長にお話を伺いまし
た。建築家といえば、曽

そ

禰
ね

達蔵をご存じでしょうか。
辰野金吾と共に、唐津藩が設立した英学校「耐

たい

恒
こう

寮」
で高橋是清に、工部大学校（現・東京大学工学部）で
ジョサイア・コンドルに学んだ人物です。辰野の代表
作といえば、日銀本店本館や東京駅丸の内駅舎です
が、曽禰はコンドルと共に、三菱一号館をはじめ、丸
の内に本格的なオフィス街をつくり上げました。北
海道にも、辰野らが設計した日銀旧小樽支店（現・金
融資料館）の近くに、曽禰らが設計した旧三井銀行小
樽支店が現存しており、親友の2人が競い合うように
つくった名建築が、今も街のシンボルになっています。
■ 今号から、日銀職員が多く出向する金融経済教育
推進機構（J-FLEC）の協力を得て、「くらし・きんゆう
塾」の新コーナーを開設しました。こちらにもご期
待ください。

（村國）
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